
 

 

 

 

 

 

 

   

 １０月２８日の学習発表会では、保護者の皆

様、関係者の皆様には本当にお世話になりまし

た。ありがとうございました。お陰様で、子供た

ちは練習の成果を十分に発揮し、すばらしい発表

会になったと思います。聞くところによると、学

校での練習だけでなく、御家庭でも練習を積み重

ねられたようで、重ねてお礼を申し上げます。  

 小学部の各学年の劇では、長いせりふを覚え、

動きまで身に付け、子供たちの可能性の大きさを

感じることができました。中学部のプレゼンで

は、しっかりと将来のことを見据えた発表であっ

たと思います。また、合唱、合奏においては、みんなが心を一つにしてそれぞれの役割を

果たせていました。最後の全学年の合唱「この星に生まれて」は、特に感動をして、言葉

が出なかったことを覚えています。  

 この学習発表会で私が特に心に残ったのは、子供たちみんなが、きちんと最初と最後に

大きな声で挨拶をしていることです。私はその挨拶の言葉を聞いて、非常にいい気持にな

りましたし、私も挨拶というのは非常に大切な言葉だと思っています。  

 挨拶には次の４か条があるというのを聞いたことがあります。  

 ⑴「あ」・・・明るく 温かく 

       明るく温かい挨拶が大事というのは当たり前のことだと思います。  

 ⑵「い」・・・いつでも、誰にでも  

       朝や帰る時だけでなく、いつでも、誰にでも挨拶をすることは大切です。 

 ⑶「さ」・・・先に 進んで 

       挨拶は人より先に行うことが大切です。 

 ⑷「つ」・・・続けて 

       挨拶をずっと続けることです。続けていれば、それが習慣になり挨拶す  

       ることが当たり前になってくるはずです。  

 子供たちには、上の４か条を意識して、これからも元気のよい挨拶を続けていってほし

いと思っています。  

 これは蛇足になると思いますが、私が日本の中学校で教えていた頃、「おはようござい

ます」と言っても返事が返ってこないことがありました。そこで、「ちゃんと挨拶をして

ください」と言うと、「しました」という返事が返ってきました。本人は挨拶をしたつもり

だったんでしょうが、相手に聞こえない挨拶は言っていないのと同じです。何でもそうで

すが、相手に伝わらない挨拶や言葉は言っていないのと同じです。相手に伝わるように言

ったり話したりすることの大切さも知っておいてほしいと思います。      

                                 （文責：校長）  
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ドキドキしたけれどがんばりました 学習発表会 

               小学部２年 鈴木 菜々花（ななか） 

 わたしは、ナレーターでした。さいしょはきんちょうしてちょっとま

ちがえたけど、さいごまでがんばりました。れんしゅうの時より大きな

声でできて、がんばってよかったなと思いました。うたでは、ウィンド

チャイムをきれいにえんそうできてうれしかったです。  

                中学部３年 土屋 俊輔（しゅんすけ）  

 当日は、大使館の方やたくさんの保護者の方がいらっしゃって、少し

緊張しました。  

 私は、学習発表会を通じて、チームワークと自己表現の重要性を学び

ました。練習から当日までの中で、友だちとの一体感を感じることがで

きました。また、分かりやすく伝えるための新しい表現スキルを身に付

けることもできました。見ている人の拍手と笑顔がうれしかったです。   

 これから、この経験を新たな挑戦に生かしていきたいと思います。  

 

                小学部４年 野村 瑠夏（るか） 

 ぼくは、げきで子ども役をしました。練習でできなかった「目線を上

げること」と「大きな声でセリフを言うこと」が本番でできました。  

 合奏では、リコーダーを演奏しました。「ファ」のシャープが難しかっ

たです。難しくて練習した分、終わった時には達成感がありました。  

 高学年のげきがおもしろくて分かりやすかったので、来年はもっとが

んばりたいです。  

  

               小学部５年 角方 恵介（けいすけ） 

 今回の学習発表会の司会では、日本語の他に、英語での紹介があ

りました。ぼくは、英語が得意でないので不安でした。でも、ふり

がなをふるなどの対さくをし、絶対成功させるぞという気持ちで

練習しました。  

 本番では、不安はなくなり、「大じょうぶ！」という気持ちでや

り通すことができました。  

  

  

  

 

 

                中学部２年 沼澤 杏花里（あかり） 

 日本人学校に来て、初めての大きな行事である学習発表会を終え

て、いろいろな感情がわいてきました。  

 一つ目は、仲間との一体感です。太鼓では、互いにアドバイスし合

いながら練習し、本番では一つになって演奏できました。  

 二つ目は、これからの日々を大切にしていきたいという思いです。  

このメンバーでする行事は、残り少ししかないのでそんな思いになり

ました。今しかできないことを、みんなで精一杯頑張りたいです。  

  

 

  

 

 

引き継ぎました！～後期の JS 活動が始まりました～ 

 みんなの意見を取り

入れて、チューリッヒ日

本人学校を前期に負け

ないくらいよい学校に

するために全力を尽く

します。 
後期児童生徒会会長  

江間  俊弥  

後期委員会委員長  

  堀 芽生 

 前期の後半から生活・

飼育・図書・ハッピーと

一人一人の分担を決め

て仕事をしてきました。

後期も、仕事が多いの

で、がんばります。  


